
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  コンピューターのマップで学校周辺の道路について、危険個所の登
録作業を進める。自分が今まで気づくことが出来なかった箇所を友
だちの意見によって再発見することもありました。 

HONDA からは啓発品

「セーフティーマップ 

リフレクターキーホル

ダー」を頂きました。 
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 指導・写真・文：OSCN 事務局 片山   

 

協力・協賛：ベネッセ ICTサポーター 

本田技研工業（株） 

愛知県県民生活部地域安全課交通安全グループ 

交通教育 NPO OSCNじてんしゃスクール 

 

６年生 クラスごと ４５分間 コンピューター室 
めあて：自転車の安全利用と地域の危険箇所を確認しよう 

 

動画とコンピューターを用いた交通安全授業を実施。自分の命は自分で守る、リスクマネージメ

ント学習の一環として、なぜ交通安全意識が必要かを考える機会。 

学校周辺の危険箇所をコンピューター上で登録したり、動画を見て、自転車の安全な運転方法を

確認。小学生が巻き込まれた事故事例も学びました。 

本田技研工業（株）の「セーフティマップ」を活用したコンピューターでの学習では、ベネッセ

ICTサポーターの支援のもと、児童が事前に考えてきた危険箇所について、友達と共有を図りま

す。危険箇所への気づきや情報を共有することができました。 

周辺の交通環境を安全確保という切り口から意識したり、自転車の安全な運転について再確認す

ることができ、大変有効な時間となりました。 

もうすぐ４月、中学校に進学しても今日学んだことを忘れず、楽しく安全に生活してください。 

 


